
大
おおもり

森　茂
しげひこ

彦  議員

質問項目ここが聞きたい!
一般質問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

利用の現状は

居宅訪問と通所　計12人

産
後
ケ
ア

問　

出
産
後
の
母
親
の
心
身

の
不
調
や
育
児
の
不
安
を
軽

減
さ
せ
る
産
後
ケ
ア
事
業
。

昨
年
度
の
対
象
者
数
と
利
用

状
況
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

令
和

６
年
度
対
象
者
数
56
人
の
う

ち
、
利
用
者
数
に
つ
い
て
は

短
期
入
所
型
は
利
用
が
な

く
、居
宅
訪
問
型
は
８
人
、通

所
型
は
４
人
で
あ
っ
た
。

　

短
期
入
所
型
は
７
日
間
以

内（
延
長
あ
り
）、
居
宅
訪
問

型
と
通
所
型
は
合
わ
せ
て
７

回
以
内（
追
加
あ
り
）で
あ
る
。

問　

個
人
負
担
は
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
る
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

利
用

料
金
は
一
部
を
利
用
者
負
担

と
し
、利
用
者
負
担
額
は
、産

後
ケ
ア
事
業
を
行
う
医
療
機

関
や
助
産
所
と
町
が
直
接
契

約
に
よ
り
決
め
て
い
る
。

　

自
己
負
担
額
の
契
約
基
準

は
、
生
活
保
護
受
給
者
と
住

民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
、

課
税
世
帯
は
短
期
入
所
型
で

利
用
料
金
の
２
割
、
居
宅
訪

問
型
と
通
所
型
は
３
割
と
し

て
い
る
。
自
己
負
担
額
は
昨

年
度
か
ら
引
き
下
げ
、
利
用

し
や
す
く
努
め
て
い
る
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
現
状
は

問　

町
内
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

数
と
町
連
合
会
へ
の
加
入
数

は
。

福
祉
健
康
課
長　

９
ク
ラ
ブ

が
活
動
し
、う
ち
４
ク
ラ
ブ
が

町
連
合
会
に
加
入
し
て
い
る
。

大
おお
森
もり
　 茂

しげ
彦
ひこ 議員 10ページ

① 町民の命を守るために
② 安心して子育てをするために
③ 高齢者がいつまでも元気に
④ 子どもの権利条約に触れて

大
お
日
び な た
向　進

しん
也
や 議員 11ページ

① 防災力強化について

中
なか
村
むら
　 忠

ただ
靖
やす 議員 11ページ

① 2025 さかきモノづくり展に
　 ついて
②「ユースセンター」について

塚
つか

田
だ
　 舞

まい 議員 12ページ

① ヤングケアラー支援について

宮
みや
入
いり
　 健

たけ
誠
し 議員 12ページ

① 熱中症対策について
② DX推進について

祢
ね
津
つ
　 明

あき
子
こ 議員 13ページ

① 教育について
② 教室の断熱改修について

水
みず
出
いで
　 康

こう
成
せい 議員 13ページ

① 健康保持増進について
② 福祉避難所について
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全区を対象に行った防災説明会

防災力強化

各
自
治
区
へ
の
支
援
は

今
後
も
支
援
し
て
い
く

問　

町
で
は
、
防
災
に
つ
い

て
各
自
治
区
に
ど
の
よ
う
な

支
援
策
が
あ
る
か
。

住
民
環
境
課
長　

災
害
に
強

い
安
心
・
安
全
の
地
域
づ
く

り
の
た
め
全
区
長
を
対
象
に

防
災
説
明
会
を
実
施
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
区
か
ら
要
請
が
あ

れ
ば
災
害
発
生
時
の
役
割
や

対
応
に
つ
い
て
災
害
時
の
心

得
を
学
ん
で
い
く
出
前
講
座

を
実
施
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
災
害
に
対
す
る

危
機
感
の
高
ま
り
も
あ
り
、

「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」を
地
域
の
防
災
対
策
に

活
用
し
、
各
自
治
区
で
の
防

災
・
炊
き
出
し
訓
練
の
実
施

や
、
防
災
用
品
の
導
入
及
び

備
蓄
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
が
さ
れ
、
自
治
区
に
お

け
る
災
害
時
の「
共
助
」
の

体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　

自
主
的
に
取
り
組
む
地
域

防
災
活
動
や
そ
の
体
制
づ
く

り
に
向
け
、
今
後
も
支
援
し

て
い
く
。

問　
「
災
害
時
住
民
支
え
合

い
マ
ッ
プ
」と
は
。

福
祉
健
康
課
長　

災
害
時
に

支
援
が
必
要
と
な
る
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
の
要
配
慮

者
、避
難
所
、危
険
箇
所
な
ど

を
表
記
し
た
地
図
で
あ
る
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
現
在
６
地

区
で
作
成
さ
れ
、
平
常
時
に

お
い
て
も
地
域
住
民
同
士
の

支
え
合
い
活
動
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。

大
お

日
び な た

向　進
しん

也
や

  議員

中
なかむら

村　忠
ただやす

靖  議員

今後の展望は

ウェルビーイングに繋ぐ

モ
ノ
づ
く
り
展

問　

開
催
の
目
的
と
内
容

は
。

町
長　

さ
か
き
モ
ノ
づ
く
り

展
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
挟
み
８

年
ぶ
り
に
リ
ア
ル
開
催
と
な

る
。
町
内
企
業
の
高
度
な
技

術
力
や
魅
力
を
紹
介
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
住
民
や
子

ど
も
た
ち
に
製
造
業
へ
の
関

心
を
育
む
こ
と
、
学
生
と
企

業
を
つ
な
ぎ
人
材
確
保
の
機

会
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
出
展
企
業
の
展
示

や
講
演
会
、
体
験
教
室
を
通

じ
、
小
中
高
校
生
が
も
の
づ

く
り
に
触
れ
る
こ
と
で
、
将

来
の
人
材
育
成
や
地
元
就
職

へ
と
繋
げ
て
い
く
。

問　
今
後
の
展
望
は
。

町
長　

モ
ノ
づ
く
り
展
や

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の

取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
て
い

く
こ
と
は
、町
が
、さ
ら
に
発

展
を
遂
げ
て
い
く
た
め
の
重

要
な
活
動
、
事
業
で
あ
る
と

考
え
る
。
今
後
も
関
係
団
体

と
と
も
に
、
協
力
と
支
援
を

継
続
し「
モ
ノ
づ
く
り
の
町

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」へ

も
繋
げ
て
い
く
。

ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
つ
い
て

問　
設
置
の
考
え
は
。

子
ど
も
支
援
室
長　

ユ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
は
、
家
庭
や
学
校

で
は
な
い
第
３
の
居
場
所

で
、
子
ど
も
・
若
者
が
主
体

的
に
地
域
活
動
を
行
う
場
で

あ
る
。
運
営
に
は
、「
や
っ
て

み
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が

不
可
欠
で
、
既
存
の
居
場
所

を
確
保
す
る
中
で
、
地
域
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
と
さ
れ

る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。2025さかきモノづくり展

（主催／公益財団法人さかきテクノセンター）
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宮
みやいり

入　健
たけ

誠
し

  議員

小・中学校への対応は

暑さ指数に基づく取組

熱
中
症
対
策

問　
取
り
組
ん
で
い
る
対
策

は
。

教
育
文
化
課
長　

例
年
５
月

頃
、
文
部
科
学
省
か
ら
熱
中

症
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
通

知
さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
も「
学
校
教
育
活

動
等
に
お
け
る
熱
中
症
事
故

の
防
止
に
つ
い
て
」熱
中
症

事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
環

境
整
備
や
、
活
動
実
施
に
関

す
る
判
断
等
が
通
知
さ
れ

た
。
当
町
に
お
い
て
も
各
小

中
学
校
へ
の
配
布
と
あ
わ
せ

て
、毎
月
、町
教
育
委
員
会
と

各
校
の
校
長
、
教
頭
と
の
打

ち
合
わ
せ
会
で
あ
る
校
長

会
・
教
頭
会
に
お
い
て
注
意

喚
起
と
予
防
対
策
の
依
頼
を

行
っ
た
。

　

各
学
校
の
対
策
と
し
て
、

体
育
館
で
は
大
型
扇
風
機
を

使
用
、
教
室
で
は
窓
を
開
け

た
り
、
室
温
が
28
度
を
超
え

る
場
合
は
冷
房
を
使
用
す
る

な
ど
校
内
環
境
に
注
意
し
、

適
切
な
水
分
補
給
の
時
間
を

設
け
児
童
の
体
調
に
も
気
を

配
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
て
の
小
中
学
校

に
お
い
て
、暑
さ
指
数（
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
）を
計
測
す
る
機
器
を

設
置
し
、
そ
の
指
数
に
よ
り

授
業
や
活
動
内
容
を
調
整
し

て
い
る
。具
体
的
に
は
、暑
さ

指
数
が
31
以
上
と
な
っ
た
場

合
は
、
屋
外
運
動
や
体
育
館

で
の
活
動
を
中
止
し
、
休
み

時
間
の
外
遊
び
も
制
限
す
る

対
応
を
と
っ
て
い
る
。

ヤングケアラー
支
援
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
は

体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
る

問　
把
握
方
法
は
。

町
長　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は

家
庭
内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問

題
で
、
表
面
化
し
に
く
い
。

本
人
や
家
族
に
自
覚
が
な
い

こ
と
も
あ
り
、
自
ら
支
援
を

求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
町

で
は
、
子
ど
も
と
日
常
的
に

関
わ
る
学
校
を
中
心
に
、
教

職
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
面
談
や
生
活
・
学
習

面
の
変
化
を
見
て
、
早
期
発

見
に
努
め
て
い
る
。

問　
発
見
・
気
づ
き
の
体
制

は
。

子
ど
も
支
援
室
長　

日
頃
か

ら
の
見
守
り
で
生
活
実
態
を

把
握
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
教
育
・
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
面
談
で
子
ど
も

の
困
り
ご
と
や
気
持
ち
の

変
化
を
聞
き
取
り
、
早
期
発

見
に
つ
な
げ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
関
係
機
関
と
連
携

し
、
家
庭
環
境
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。ま
た
、子
ど
も
自

身
が「
自
分
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
か
も
」と
気
づ
き
相
談

で
き
る
よ
う
、
学
校
を
通
じ

た
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
っ
て

い
る
。

問　
支
援
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
は
。

町
長　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
支
援
の
相
談
窓
口
と

し
、
学
校
や
保
育
園
か
ら
関

連
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
体
制

と
な
っ
て
い
る
。
必
要
に
応

じ
て
保
護
者
や
児
童
生
徒
と

の
面
談
を
行
い
、
事
実
確
認

を
し
た
う
え
で
、
支
援
の
方

法
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

塚
つか

田
だ

　舞
まい

  議員

パンフレット（左：小学校／右：中学校）

児童目線の暑さ指数
（村上小学校）
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水
みずいで

出　康
こうせい

成  議員

祢
ね

津
つ

　明
あき

子
こ

  議員

条例を制定しない理由は

既存法規に基づき推進

子
ど
も
の
権
利

問　

町
は「
坂
城
の
子
は

坂
城
で
育
て
る
」と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
る

が
、「
子
ど
も
の
権
利
」を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
「
子
ど
も
の
権
利
」

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
子

ど
も
施
策
を
推
進
す
る
上
で

の
基
本
的
な
視
点
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
町
の
教
育
理
念

の
も
と
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
一
体
と
な
り
、
妊
娠
・
周

産
期
か
ら
就
学
期
前
、
小
中

学
校
、
高
校
、
就
労
ま
で
、
子

ど
も
の
成
長
過
程
に
合
わ
せ

た
切
れ
目
の
な
い
一
貫
し
た

様
々
な
子
育
て
支
援
施
策
を

進
め
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
常
に
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
権
利
を
尊
重

し
、
最
善
の
利
益
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　
子
ど
も
の
権
利
条
例
を

制
定
し
な
い
理
由
は
。

教
育
長　

現
状
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

　

子
ど
も
の
権
利
の
尊
重
、

自
治
体
・
保
護
者
・
住
民
の

役
割
に
つ
い
て
は
、「
子
ど

も
の
権
利
条
約
」や
国
の「
こ

ど
も
基
本
法
」、「
長
野
県
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
支
援

に
関
す
る
条
例
」に
規
定
さ

れ
て
お
り
、
町
も
そ
れ
ら
の

規
定
の
趣
旨
に
沿
い
、
子
ど

も
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を

展
開
し
て
き
た
。

　

今
後
も
、
着
実
に
子
ど
も

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

「子ども」をめぐる総合的な情報誌
【長野の子ども白書】

問　
小
中
学
生
の
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
の
結
果
を
受
け

て
、
改
善
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

早
期

発
見
の
重
要
性
な
ど
を
住
民

に
も
広
く
周
知
し
、
学
校
と

の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
の
充
実

を
図
り
、
早
期
か
ら
の
発
症

予
防
に
取
り
組
む
。

問　
国
保
保
健
事
業
の
推
進

状
況
は
。

町
長　

生
活
習
慣
病
共
通
リ

ス
ク
を
抑
制
す
る
た
め
、
特

定
健
診
の
受
診
率
向
上
を
目

標
と
し
て
き
た
。

　

受
診
率
は
平
成
30
年
度

54
・
２
％
か
ら
令
和
５
年
度

60
・
１
％
へ
向
上
し
、
国
の

目
標
で
あ
る
60
％
を
初
め
て

上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら

の
保
健
事
業
計
画
に
は
、
自

分
の
健
康
と
照
ら
し
合
わ
せ

た
り
、
生
活
と
の
関
連
性
を

考
え
る
健
康
教
育
を
新
た
に

加
え
、
引
き
続
き
町
民
へ
の

健
康
増
進
に
努
め
る
。

要
配
慮
者
の
避
難
所

問　
要
配
慮
者
の
直
接
避
難

へ
の
考
え
は
。

福
祉
健
康
課
長　

災
害
時
要

配
慮
者
の
移
動
は
困
難
で
、

心
身
の
負
担
は
大
き
い
と
感

じ
る
。
現
状
で
は
福
祉
施
設

等
へ
の
直
接
避
難
は
難
し
い

が
、
事
前
に
相
談
を
い
た
だ

き
、各
施
設
と
連
携
を
行
い
、

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
安
全

な
避
難
に
つ
な
げ
た
い
。

健康増進

生
活
習
慣
病
の
予
防
は

早
期
発
症
予
防
に
取
り
組
む

健診で
自分の体の中を
確認しよう
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